


●応募方法  応募用紙を郵送、ＦＡＸまたは電子メールなどで三重県農林水産部農   
           山漁村づくり課あてに送付してください。応募用紙の入手方法は、農山   
                             漁村づくり課にお問合せください。 
           また、ホームページ（http://www.pref.mie.lg.jp/MURAS/HP/）から応募 
                             用紙をダウンロードすることも可能なほか、電子申請・届出システムを  
                             利用した申し込みも受け付けております。 
 
●募集定員  １５名程度  
 
●応募要件  パソコン文書ソフト（ワード等）の基本操作および電子メールの送受信 
          が可能であること。 
 
●その他    参加費は無料ですが、交通費、宿泊費、飲食費などは自己負担となり 
          ます。応募者多数の場合は、事務局で選考し、受講者を決定します。 
          場所などの詳細は受講者へ直接連絡します。 
 
●応募締切  令和元年７月１１日（木）１７時まで 
 
●受講通知  受講の可否は、電話で連絡させていただきます。  

農山漁村づくり課HP 

 

お申し込み、お問い合わせ先  
三重県農林水産部 農山漁村づくり課 農山漁村活性化班 
〒514-8570 津市広明町13番地 E-mail：nozukuri@pref.mie.lg.jp 
TEL：059-224-2518  FAX：059-224-3153  URL：http://www.pref.mie.lg.jp/MURAS/HP/ 

講座プログラム 

  日程 カリキュラム（案） 

第１回 
7月31日（水） 
9:30～16:00 

津市（県庁付近） 

 「都市農村交流ビジネスモデルの考え方、地域資源の捉え方」（講義・
ワークショップ） 

 講師が実践する地域資源を活用したビジネスの取組紹介と我が国におけ
る農山漁村ビジネスの可能性、地域資源の捉え方のポイントを学びます。 

第２回 
9月4日（水） 

12:30～17:00 
現地（場所未定） 

 「都市のニーズの捉え方」（講義・ワークショップ） 

 農山漁村ビジネスを展開するうえで重要となる「都市のニーズの捉え方」に
ついて学びます。 
 現地で学ぶフィールドワーク① 
 講座修了生が活動している現地を訪問し、実践方法を学びます。 

第３回 

10月15日（火）13：00
～16日（水）12：00  

1泊2日 
現地（場所未定） 

 「ビジネスモデル設計」（講義・ワークショップ） 

 地域資源と都市のニーズを結びつけて、実践可能なビジネスプランを策定
するための基礎について学びます。 
 現地で学ぶフィールドワーク② 
 農山漁村ビジネスを展開している団体を訪問し、実践方法を学びます。 

第４回 
12月3日（火） 
12:30～16:00 
多気町丹生 

 H22年度修了生 西井勢津子氏（株式会社 地域資源バンクNIU 代表取
締役）による講義 

 講座修了後から起業に至るまでの経緯や現在の取組などを学びます。 

第５回 
12月16日（月） 

9:30～16:00 
津市（県庁付近） 

 計画の立案・プレゼン方針（講義・ワークショップ） 

 各自で策定したビジネスプランをブラッシュアップするため、受講生同士の
意見交換やワークショップを行います。 

第６回 
1月27日（月） 
13:00～17:00 
津市（県庁付近） 

 受講生同士のプレゼン大会 

 策定したビジネスプランの発表会を行います。全員で審査を行い最優秀者
1名、優秀者2名が選ばれます。 


